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イベント モニタは、クライアント接続、サーバーの状態と制限、管
理機能などを含むシステム全体の活動状況を表示するために使います。

Ž‚•

ここでは、Windows Media ユニキャスト イベント モニタと Windows
Media ステーション イベント モニタでよく使う手順を示します。こ
れらの手順を使うと、作業を簡単に行えます。手順一覧の後に、Wind
ows Media イベント モニタについて詳しく説明した概要情報があり
ます。Windows Media イベント モニタの詳細については、この概要
情報を参照してください。

Windows Media ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ ƒƒƒ‚‹“‚‚‚‚

· Windows Media アドミニストレータのメニュー フレームで、[公
開ポイントのイベント] をクリックします。

Š˜–

· Windows Media ユニキャスト イベントを監視する

ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ ƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒ—‚‚‚‚

1. Windows Media アドミニストレータのメニュー フレームで、[公
開ポイントのイベント] をクリックします。

[サーバーの監視 – 公開ポイントのイベント] ページが表示され
ます。

2. [サーバーの監視 – 公開ポイントのイベント] ページの [プロパ
ティ] をクリックします。

[Windows Media イベントのプロパティ] ダイアログ ボックスが
表示されます。既定では、すべてのイベントが表示されるように、
[イベントのフィルタ] のすべてのチェック ボックスがオンにな
っています。

3. [イベントのフィルタ] で、受け取らない種類のイベント メッセ
ージのチェック ボックスをオフにします。

Š˜–

· Windows Media ユニキャスト イベントの表示を管理する

•Ž‚‚ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ ƒƒƒƒ‚Œ‚‚‚‚

1. Windows Media アドミニストレータのメニュー フレームで、[公
開ポイントのイベント] をクリックします。

Windows Media ƒƒƒƒ ƒƒƒ



2. [サーバーの監視 – 公開ポイントのイベント] ページの [Windows
Media イベントのプロパティ] をクリックします。

3. [プロパティ] ダイアログ ボックスで、表示のために保持するユ
ニキャスト イベント メッセージ数を [最大バッファ サイズ] ボ
ックスに入力します。

Š˜–

· Windows Media ユニキャスト イベントの表示を管理する

ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ ƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒ‚Œ‚‚‚‚

1. Windows Media アドミニストレータのメニュー フレームで、[公
開ポイントのイベント] をクリックします。

[サーバーの監視 – 公開ポイントのイベント] ページが表示され
ます。

2. イベントの表示のスクロールを一時停止するには、[サーバーの監
視 – 公開ポイントのイベント] ページの [一時停止] をクリック
します。スクロールを再開するには、[トレースの再開] をクリッ
クします。

Š˜–

· Windows Media ユニキャスト イベントの表示を管理する

ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ ƒƒƒƒ‚•Ž‚‹‚‚‚‚

1. Windows Media アドミニストレータのメニュー フレームで、[公
開ポイントのイベント] をクリックします。

[サーバーの監視 – 公開ポイントのイベント] ページが表示され
ます。

2. [サーバーの監視 – 公開ポイントのイベント] ページの [クリア]
をクリックします。

すべてのイベント メッセージが、イベント モニタの表示から削
除されます。

Š˜–

· Windows Media ユニキャスト イベントの表示を管理する

‚‚ Windows Media ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ ƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒ‚Š‚‚‚

1. Windows Media アドミニストレータのメニュー フレームで、[公
開ポイントのイベント] をクリックします。

[サーバーの監視 – 公開ポイントのイベント] ページが表示され
ます。
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2. [サーバーの監視 – 公開ポイントのイベント] ページの [新しい
ウィンドウ] をクリックします。

このウィンドウは、移動したり、サイズを変更することができま
す。

Š˜–

· Windows Media ユニキャスト イベントの表示を管理する

Windows Media ƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ ƒƒƒ‚‹“‚‚‚‚

· Windows Media アドミニストレータのメニュー フレームで、[ス
テーション イベント] をクリックします。

Š˜–

· Windows Media ステーション イベントを監視する

ƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ ƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒ—‚‚‚‚

1. Windows Media アドミニストレータのメニュー フレームで、[ス
テーション イベント] をクリックします。

[サーバーの監視 - ステーション イベント] ページが表示されま
す。

2. [サーバーの監視 - ステーション イベント] ページの [監視オプ
ションを設定] で、監視するイベントの種類をオンにします。

Š˜–

· Windows Media ステーション イベントの表示を管理する

ƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ ƒƒƒƒ‚‚’‚‚‚‚

1. Windows Media アドミニストレータのメニュー フレームで、[ス
テーション イベント] をクリックします。

[サーバーの監視 - ステーション イベント] ページが表示されま
す。

2. [サーバーの監視 - ステーション イベント] ページの [監視オプ
ションを設定] で、色を設定したいメッセージの種類をクリック
します。

3. [色の設定] ダイアログ ボックスで、使用したい色をクリックし
ます。

Š˜–

· Windows Media ステーション イベントの表示を管理する



ƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ ƒƒƒƒ‚•Žƒƒƒƒ‚Œ‚‚‚‚

1. Windows Media アドミニストレータのメニュー フレームで、[ス
テーション イベント] をクリックします。

[サーバーの監視 - ステーション イベント] ページが表示されま
す。

2. イベントの表示のスクロールを一時停止するには、[サーバーの監
視 - ステーション イベント] ページの [スクロールの一時停止]
をクリックします。スクロールを再開するには、[スクロール] を
クリックします。

Š˜–

· Windows Media ステーション イベントの表示を管理する

ƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ ƒƒƒƒ‚•Ž‚‹‚‚‚‚

1. Windows Media アドミニストレータのメニュー フレームで、[ス
テーション イベント] をクリックします。

[サーバーの監視 - ステーション イベント] ページが表示されま
す。

2. [サーバーの監視 - ステーション イベント] ページの [すべてク
リア] をクリックします。

すべてのメッセージが、ウィンドウから削除されます。

Š˜–

· Windows Media ステーション イベントの表示を管理する

‚‚ Windows Media ƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ ƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒ‚Š‚‚‚

1. Windows Media アドミニストレータのメニュー フレームで、[ス
テーション イベント] をクリックします。

[サーバーの監視 - ステーション イベント] ページが表示されま
す。

2. [サーバーの監視 - ステーション イベント] ページの [新しいウ
ィンドウ] をクリックします。

このウィンドウは、移動したり、サイズを変更することができま
す。

Š˜–

· Windows Media ステーション イベントの表示を管理する
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Windows Media ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ‚ŠŽ‚‚

Windows Media アドミニストレータの Windows Media ユニキャスト 
イベント モニタは、公開ポイント イベントの活動状況を表示するた
めに使います。Windows Media サーバー ユニキャスト イベントを監
視するには、監視するサーバーの NetShow Administrators グループ
のメンバである必要があります。

Š˜–

· Windows Media ユニキャスト イベント モニタを起動するには

Windows Media ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ‚•Ž‚Š—‚‚

Windows Media ユニキャスト イベント モニタは、オンデマンド公開
ポイントとブロードキャスト公開ポイントの管理者イベント、警告イ
ベント、クライアント イベント、およびサーバー イベントを受け取
ります。これらのうち、監視するイベントの種類と、表示するイベン
ト メッセージの数を選択できます。既定では、4 種類のすべてのイ
ベントが監視され、200 個のイベント メッセージが表示されます。
[最大バッファ サイズ] ボックスに表示される値を上限とするイベン
トがバッファに蓄積され、新しく発生したイベントは一番上に追加さ
れて表示されます。上限値に達すると、新しいイベントが最上部に追
加されるたびに、最下部のイベント項目の表示が削除されます。

Windows Media サーバーが多くの処理を行っているときは、イベント
メッセージを読み終わる前に新しいメッセージが表示されることがあ
ります。表示ウィンドウでのメッセージのスクロールを、一時停止お
よび再開させることができます。スクロールを一時停止している間も、
イベントの記録は続けられます。表示ウィンドウから古いメッセージ
を消去することもできます。

また、Windows Media サービスの別の機能を使いながらでも、サーバ
ーのユニキャスト イベントを監視することができます。新しいモニ
タ ウィンドウを開き、Windows Media サービスの別の作業をしてい
る間も、ウィンドウを開いたままにすることができます。

ƒƒ

Windows Media サーバーの CPU にかかる負荷がほぼ限界に達している
場合に大量のイベントを監視すると、Windows Media ユニキャスト イ
ベント モニタによってイベントがログとして蓄積され、仮想メモリの
問題が発生することがあります。この状態を緩和するには、不要なイ
ベントをフィルタ処理します。ただし、長期的な解決策は、サーバー
のプロセッサのパフォーマンスを向上させて、ユニキャスト イベント
の監視中にほかの作業も行えるようにすることです。



Š˜–

· ユニキャスト イベント メッセージをフィルタ処理するには

· 表示するユニキャスト イベント メッセージ数を制限するには

· ユニキャスト イベント メッセージのスクロールを制御するには

· ユニキャスト イベント メッセージの表示を消去するには

· 新しい Windows Media ユニキャスト イベント モニタのウィンド
ウを開くには

Windows Media ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ ƒƒƒƒ‚Š—

Windows Media アドミニストレータの Windows Media ユニキャスト 
イベント モニタでは、管理者イベント、警告イベント、クライアン
ト イベント、サーバー イベントのメッセージを監視および表示しま
す。メッセージと共に、各イベントの日付と時刻も表示されます。

Š—Žƒƒƒƒ

イベント メッセージ

OnAdminBandWidthLimit 管理者は <公開ポイントのエイリアス> の最

大帯域幅を <キロビット/秒の値> Kbps に設

定しました。サーバーまたは公開ポイントの

最大集合帯域幅を変更したときに、報告され

ます。

OnAdminClientLimit 管理者がクライアント数または <公開ポイン

トのエイリアス> でのクライアント数の制限

を <クライアント数> に設定しました。サー

バーまたは公開ポイントのクライアント数の

上限値を変更したときに、報告されます。

OnAdminFileBitRateLimit 管理者は最大ファイル転送率を <キロビット/

秒の値> Kbps に設定しました。最大ファイル

ビット レートを変更したときに、報告されま

す。

OnAdminKillClient 管理者が <クライアントの ID> を終了しまし

た。公開ポイントへのクライアント接続を終

了したときに、報告されます。

Œƒƒƒƒ

イベント メッセージ

OnMaxBandwidth 最大帯域幅を超えました。現在の制限は <キロ
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イベント メッセージ

ビット/秒の値> Kbps です。

OnMaxClients <公開ポイントのエイリアス> の最大クライア

ント数を超えました。現在の制限は <クライア

ント数> です。現在設定されているサーバーま

たは公開ポイントのクライアントの最大数を表

示します。いずれかの上限値を超過しました。

OnMaxFileBitRate 最大ファイル転送率を超えるファイルを再生し

ようとしました。現在の最大転送率は <キロビ

ット/秒の値> Kbps です。

ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ

クライアント ID は、Windows Media サーバー コンポーネントによ
ってクライアントに割り当てられた数値です。

イベント メッセージ

OnClientConnect クライアント <クライアントの ID> は IP アド

レス <アドレス番号> およびポート <ポート番

号> に接続されました。

OnClientDisconnect クライアント <クライアントの ID> は IP アド

レス <アドレス番号> およびポート <ポート番

号> から切断されました。

OnClientPlay クライアント <クライアントの ID> は次のタイ

トルを再生しています : <ファイル名とパス>。

OnClientStop クライアント <クライアントの ID> は次のタイ

トルの再生を停止しました : <ファイル名とパ

ス>。

OnClientStride クライアント <クライアントの ID> は次のファ

イルで検索しています : <ファイル名とパス>。

クライアントが、早送りまたは巻き戻しを使っ

て、インデックス付きの .asf ファイル内の特

定の場所を検索していることを示します。

ƒƒ ƒƒƒƒ

イベント メッセージ

OnServerFault Windows Media ユニキャスト サービスに致命的

な問題が発生したときに、表示されま

す。NSTrace と NSLog のエラーの記述を検査

してください。 



イベント メッセージ

OnServerOffline サーバーはオフラインです。Windows Media ユ

ニキャスト サービスが停止していることを示し

ます。

OnServerOnline サーバーはオンラインです。Windows Media ユ

ニキャスト サービスを再開した後に、報告され

ます。たとえば、認証パッケージを適用した

後、Windows Media ユニキャスト サービスを再

起動して、変更を有効にする必要があります。

Windows Media ƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ‚ŠŽ‚‚

Windows Media アドミニストレータの Windows Media ステーション 
イベント モニタは、ステーション イベントを表示するために使いま
す。ステーション イベントを監視するには、ユーザーは監視するサ
ーバーの NetShow Administrators グループのメンバである必要があ
ります。

Š˜–

· Windows Media ステーション イベント モニタを起動するには

Windows Media ƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ‚•Ž‚Š—‚‚

Windows Media アドミニストレータの Windows Media ステーション 
イベント モニタでは、クライアント イベント、ストリーム イベン
ト、およびステーション イベントのメッセージを受け取ります。既
定では、すべての種類のメッセージが表示されます。表示するメッセ
ージの種類は、選択できます。メッセージの種類を容易に見分けられ
るように、メッセージの種類ごとに、異なる色を選択できます。

Windows Media サーバーが多くの処理を行っているときは、イベント
メッセージを読み終わる前に新しいメッセージが表示されることがあ
ります。表示ウィンドウでのメッセージのスクロールを、一時停止お
よび再開させることができます。スクロールを一時停止している間も、
イベントの記録は続けられます。表示ウィンドウから古いメッセージ
を消去することもできます。

また、Windows Media サービスの別の機能を使いながらでも、サーバ
ーのユニキャスト イベントを監視することができます。新しいモニ
タ ウィンドウを開き、Windows Media サービスの別の作業をしてい
る間も、ウィンドウを開いたままにすることができます。
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Š˜–

· ステーション イベント メッセージをフィルタ処理するには

· ステーション イベント メッセージの色を設定するには

· ステーション イベント メッセージの表示スクロールを制御する
には

· ステーション イベント メッセージの表示を消去するには

· 新しい Windows Media ステーション イベント モニタのウィンド
ウを開くには

Windows Media ƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ ƒƒƒƒ‚Š—

次の表は、Windows Media サーバー ステーション イベントを監視す
るときに表示されるメッセージです。監視ツールでは、イベントがテ
キスト メッセージとして表示されます。メッセージと共に、各イベ
ントの日付と時刻も表示されます。

イベントの種類 メッセージ

ステーション 新しいステーションが追加されました。ステーション名は <ス

テーション名> です。

ステーション ステーションが削除されました。ステーション名は <ステーシ

ョン名> で、説明は <ステーションの説明> でした。

ステーション ステーションのプロパティが変更されました。ステーション名

は <ステーション名> です。

ストリーム ソース <ストリーム エイリアスまたはストリーム URL> から

のストリーム (ステーション <ステーション名>) がアクティ

ブになりました。

ストリーム ソース <ストリーム エイリアスまたはストリーム URL> から

のストリーム (ステーション <ステーション名>) が非アクテ

ィブになりました。

ストリーム 新しいストリームが開かれました。ストリームのソースは <ス

トリーム エイリアスまたはストリーム URL> です。

ストリーム ストリームが閉じられました。ストリームのソースは <ストリ

ーム エイリアスまたはストリーム URL> で、説明は <ストリ

ームの説明> でした。

ストリーム ストリームは開始しました。ストリームのソースは <ストリー

ム エイリアスまたはストリーム URL> です。

ストリーム ストリームは停止しました。ストリームのソースは <ストリー

ム エイリアスまたはストリーム URL> です。

ストリーム ストリームのプロパティが変更されました。ストリームのソー

スは <ストリーム エイリアスまたはストリーム URL> です。



イベントの種類 メッセージ

ストリーム ストリームのアーカイブが閉じられました。

クライアント クライアントが接続されました。クライアントのアドレス/ポ

ート = <IP アドレス/ポート>

クライアント クライアントが切断されました。クライアントのアドレス : <

IP アドレス>



Microsoft Windows Media サーバー コンポーネントのパフォーマン
ス カウンタは、Windows Media パフォーマンス モニタと Microsoft
® Windows NT® パフォーマンス モニタのどちらででも表示できます。

Windows Media パフォーマンス モニタは、Windows Media コンポー
ネント サービスと共にインストールされます。Windows Media パフ
ォーマンス モニタで Nsperf.pmc ファイルが使われます。このファ
イルには、Windows Media サーバー コンポーネント専用のパフォー
マンス カウンタのセットが含まれています。

Ž‚•

ここでは、Windows Media ユニキャスト サービスと Windows Media 
ステーション サービスのパフォーマンス カウンタを監視するときに
よく使う手順を示します。これらの手順を使うと、作業を簡単に行え
ます。手順一覧の後に、パフォーマンス カウンタについて詳しく説
明した概要情報があります。Windows Media コンポーネント サービ
スのパフォーマンス カウンタの詳細については、この概要情報を参
照してください。

Windows Media ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒ‚‹“‚‚‚‚

· [スタート] ボタンをクリックし、[プログラム] をポイントしま
す。次に、[Windows Media] をポイントし、[Windows Media パフ
ォーマンス カウンタ] をクリックします。

[パフォーマンス モニタ] ウィンドウが表示され、Nsperf.pmc フ
ァイルの設定が表示されます。この設定には、Windows Media ユ
ニキャスト サービスおよび Windows Media ステーション サービ
スのパフォーマンス カウンタが含まれています。

Windows Media ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒ ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ

次の項目で、Windows Media ユニキャスト サービス パフォーマンス
カウンタについて説明します。最初の項目は、パフォーマンス モニ
タの既定の設定で有効になっているカウンタの一覧です。2 番目の項
目は、パフォーマンス モニタの表示に追加できるカウンタの一覧で
す。

· 既定のパフォーマンス カウンタの概要

· オプションのパフォーマンス カウンタの概要

Windows Media ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ
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Š’‚ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ‚Š—

パフォーマンス カウンタ 説明

Active Streams クライアントに送信されているアクティブなフ

ァイル数またはストリーム数です。システムの

活動状況の全般的な指標となります。クライア

ントがファイルの再生を中止しても、切断はさ

れないことに注意してください。これは、クラ

イアントが再生を中止してから 60 秒間、Windo

ws Media ユニキャスト サービスがクライアン

トへの帯域幅の割り当てを維持するためです 

(これを "非アクティブ クライアント タイムア

ウト" 期間と言います)。この期間が経過した後

は、サーバーはクライアントにメッセージを定

期的に送信し、各クライアントの状態を調べま

す。クライアントがメッセージに 3 分間以内に

応答した場合は、サーバーはクライアント接続

を開いたままにします (これを "クライアント

最終切断タイムアウト" 期間と言います)。

Active TCP Streams 現在クライアントに送信されている TCP ストリ

ーム数です。

Active UDP Streams 現在クライアントに送信されている UDP ストリ

ーム数です。

Aggregate Read Rate クライアントに送信されているすべてのファイ

ルの読み取り比率の合計を、1 秒あたりのビッ

ト数 (bps) で表示します。サーバーがデータを

ディスクから読み取る速度を表します。読み取

りは送信よりも高速なため、通常このグラフは

大きく上下します。

Aggregate Send Rate クライアントに送信されているすべてのファイ

ルの送信比率の合計を、1 秒あたりのビット数 

(bps) で表示します。サーバーがデータをクラ

イアントに送信する速度を表します。グラフ

は、比較的滑らかに表示されます。グラフが大

きく上下している場合は、帯域幅でストリーム

が競合している可能性があります。

Connected Clients 現在接続されているクライアント数です。Windo

ws Media Player のシステムへの全接続を示し

ます。配信中のクライアント、一時停止と接続

状態のクライアント、およびサーバーによって

切断がまだ検出されていないクライアントを含

みます。3 つ目の状況は、クライアントが停電

またはネットワークからの切断のために接続の

終了をサーバーに通知できなかった場合に発生
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パフォーマンス カウンタ 説明

します。非アクティブ クライアント タイムア

ウト期間 (60 秒) が経過した後は、Windows M

edia ユニキャスト サービスは各クライアント

にメッセージを定期的に送信し、クライアント

の状態を調べます。クライアントがサーバーへ

の接続を維持するためには、3 分間以内にメッ

セージに応答する必要があります。これを "ク

ライアント最終切断タイムアウト" 期間と言い

ます。

HTTP Streams 現在クライアントに送信されているアクティブ

な HTTP ストリーム数です。

ƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ‚Š—

パフォーマンス カウンタ 説明

Active Live Unicast Streams 配信中のライブ ユニキャスト ストリームの

数です。

Allocated Bandwidth サーバーが割り当てている帯域幅の合計を、

現在の Windows Media Player の接続数に基

づいて表示します。一般に、Windows Media 

サーバー に接続しているクライアントは、ス

トリームを受信していなくても、帯域幅を割

り当てられます。帯域幅を割り当てられてい

る Windows Media Player が、非アクティブ 

クライアント タイムアウト (60 秒) 中にコ

マンドを送信しなければ、帯域幅の割り当て

が解除されます。

Authentication Requests クライアントを認証するための認証プラグイ

ンが呼び出された回数です。使われるプロト

コルが HTTP と MMS のどちらであるかによっ

て、1 台のクライアントがユニキャスト コン

テンツの各部分にアクセスするとき、1 回認

証されるかまたは複数回認証されるかが異な

ります。認証プラグインが使われる頻度を示

す一般的な指標です。

Authentications Denied クライアントがユニキャスト コンテンツへの

アクセスを認証プラグインによって拒否され

る回数です。認証プラグインは、クライアン

トの ID が確認できない場合、ユーザー アカ

ウントがない場合、または認証プラグインが

作動していない場合にクライアントによるア



パフォーマンス カウンタ 説明

クセスを拒否します。

Authorization Requests クライアントを認証するための認証プラグイ

ンが呼び出される回数です。クライアントが

ユニキャスト コンテンツを開く、または再生

するなどの各操作が個別に認証されるため、

認証要求の合計回数は接続されているクライ

アントの数よりも大きくなります。認証プラ

グインが使われる頻度を示す一般的な指標で

す。

Authorizations Refused クライアントがユニキャスト コンテンツへの

アクセスを認証プラグインによって拒否され

る回数です。プラグインでは、その機能に応

じてクライアントのアクセスを拒否すること

があります。たとえば、請求に関するプラグ

インでは、ユーザー アカウントに十分な資本

が含まれていない場合、クライアントによる

ユニキャスト コンテンツへのアクセスを拒否

することがあります。

Connection Rate クライアントがサーバーに接続している比率

を表示します。これを使って、サーバーが同

時に処理する接続の数を調べることができま

す。既定では、1 秒ごとに 25 接続です。こ

のカウンタは、クライアント接続とシステム 

リソース使用の関連を分析するのに便利で

す。

HTTP Streams Reading 

Header

HTTP 経由でサーバーに接続してファイル ヘ

ッダーを読み取り中の、ユニキャスト コンテ

ンツをストリーム配信する前のクライアント

の数です。[HTTP Streams Reading Header] 

と [HTTP Streams Streaming Body] の合計

は、[HTTP Streams] で示されるように、HTTP

経由でサーバーに接続しているクライアント

の合計数です。

HTTP Streams Streaming 

Body

サーバーに接続してファイル ヘッダーを読み

取り済みで、ユニキャスト コンテンツを HTT

P 経由でストリーム配信しているクライアン

トの数です。[HTTP Streams Reading Header]

と [HTTP Streams Streaming Body] の合計

は、[HTTP Streams] で示されるように、HTTP

経由でサーバーに接続しているクライアント

の合計数です。

Late Reads 1 秒あたりの遅延読み込み完了数です。遅延
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パフォーマンス カウンタ 説明

読み込みとは、完了するのに予想よりも著し

く長い時間がかかるディスク読み取り操作を

言います。通常、このカウンタがゼロ以外の

値を示すのは、サーバーに大きな負荷がかか

っている場合だけです。このカウンタが頻繁

にゼロ以外の値を示す場合は、システムが正

しく設定されていないか、またはほかのアプ

リケーションが Windows Media サーバー コ

ンポーネントと競合してディスクを使ってい

る可能性があります。

Pending Connections サーバーへの接続を試みているクライアント

の数です。サーバーが最大容量のほぼすべて

を使って作動しているために多数の接続要求

を迅速に処理できない場合に、この値が高く

なります。

Plugin Errors プラグインが正常に機能しなかった回数で

す。たとえば、プラグインがそのユーザー デ

ータベースに到達できなかった場合は、1 回

と数えられます。

Plugin Events プラグインにレポートされるイベント数で

す。サーバーにおける外部プラグインの使用

量を示します。

Scheduling Rate タスクのスケジューリングが要求されている

比率を、1 秒あたりのタスク数で表示しま

す。スケジュールされたタスクには、ディス

クからのデータ読み込みと、ネットワークへ

のデータの書き込みがあります。スケジュー

リングの比率は、サーバーによってパケット

が送信される比率にほぼ比例しますが、1 対 

1 で対応するわけではありません。

Stream Errors 1 秒あたりのエラー発生数です。ストリーム 

エラーは、サーバーによって破棄されたスト

リーム データ パケットの数を表します。サ

ーバーがデータへの要求に対応できず、スケ

ジュールを無期限に遅延しないように一部の

パケットを破棄しなければならない場合に、

発生します。ストリーム エラーが最も頻繁に

発生するのは、遅延読み込みが発生した後で

す。ストリーム エラーは、システムが正しく

設定されていないか、またはほかのアプリケ

ーションとの間でシステム リソースの競合が

発生していることを示します。ネットワーク 

トラフィックが過重であるためにストリーム 



パフォーマンス カウンタ 説明

エラーが発生することもあります。

Stream Terminations エラーのためにストリームが終了する比率で

す。ストリームの終了は、システムが正しく

設定されていないか、またはストリーム配信

しているファイルが破損していることを表し

ます。いくつかの状況では、サーバーがスト

リームを一方的に終了します。ストリームの

終了が最もよく発生するのは、サーバーがス

ケジュールから大きく遅れている場合です。

スケジュールを維持するために、あるストリ

ームで連続する複数のパケットを破棄しなけ

ればならない場合、サーバーはそのストリー

ムを終了します。ファイルのストリーム配信

中に無効なデータを検出した場合にも、スト

リームが終了されることがあります。

UDP Resend Requests 受信されなかったデータ パケットをクライア

ントが Windows Media サーバーに要求する回

数です。サーバーが UDP 経由でパケットを正

常に送信できない場合、この値は高い可能性

があります。サーバーまたはネットワークの

過剰負荷を示します。

UDP Resends Sent Windows Media サーバーで処理される UDP 再

送信の要求数です。サーバーの負荷が高すぎ

る場合、UDP 再送信の要求のいくつかが処理

されない場合もあります。

Windows Media ƒƒƒƒƒ ƒƒƒ ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ

次の表では、Windows Media ステーション サービス パフォーマンス
カウンタについて説明します。これらのカウンタはすべて、既定で W
indows Media パフォーマンス モニタに表示されます。

パフォーマンス カウンタ 説明

Controllers 現在サーバーへ接続しているコントローラの数

です。

Stations 現在サーバーに存在しているステーション オ

ブジェクトの数です。

Streams 現在サーバーに存在しているストリーム オブ

ジェクトの数です。



Microsoft® Windows® Media サーバー コンポーネントでは、ASF ス
トリームを表示するクライアントについての情報がログに記録されま
す。情報ログを使うと、最も頻繁に視聴される .asf ファイル、クラ
イアントが ASF ストリームを受信する時間、ASF ストリームを受信
するクライアントの IP アドレス、クライアントが使用するプロバイ
ダ (ISP) などを特定できます。

ユニキャスト ASF ストリームを表示するクライアントは、Windows M
edia サーバーに接続されます。Windows Media サービスはユニキャ
スト クライアント情報のログを収集できるようにインストールされ
ます。詳細については、「ユニキャスト クライアント情報のログを
収集する」を参照してください。

マルチキャスト ASF ストリームを表示するクライアントは、Windows
Media サーバーに接続されません。ただし、マルチキャスト ASF ス
トリームを受信するクライアントに関する情報ログは生成されます。
マルチキャスト クライアントの情報ログを生成するには、Windows M
edia サーバーを構成する必要があります。詳細については、「マル
チキャスト クライアント情報のログを収集する」を参照してくださ
い。

クライアントが MSBD プロトコルを使用してユニキャスト公開ポイン
トまたはマルチキャスト ステーションに接続している場合は、クラ
イアント情報はログ ファイルに記録されません。

Ž‚•

ここでは、ユニキャストおよびマルチキャストの情報ログを収集する
場合に行う主な操作を示します。これらの手順を使うと、作業を簡単
に行えます。手順一覧の後に、ログの収集について詳しく説明した概
要情報があります。ログ収集の詳細については、この概要情報を参照
してください。

ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒƒƒ•‚ƒƒ‚‹˜‚‚‚‚

1. Windows Media アドミニストレータのメニュー フレームで、[サ
ーバー プロパティ] をクリックします。

[サーバーの設定 - サーバー プロパティ] ページが表示されます。

2. [サーバーの設定 - サーバー プロパティ] ページで、[公開ポイ
ント ログ収集] タブをクリックします。

3. ログを有効にするには、[ログを収集] チェック ボックスをオン
にします。

4. [間隔] の下で、ログ ファイルの作成間隔 ([毎日]、[毎週]、ま
たは [毎月]) や最大サイズを選択します。

•ƒƒ



5. [ログ ファイル ディレクトリ] ボックスに、ログ ファイルを格
納するディレクトリの名前を入力します。

6. [適用] をクリックすると、ユニキャスト クライアント情報のロ
グ収集が開始されます。

ƒƒ

ユニキャスト クライアント情報のログ ファイル名は、NetShow.yymmdd
iii.log の形式で付けられます。yy は年を表し、mm は月を表し、dd 
は日付を表します。iii は 000 で始まる増加する数で、この数値は現
在の日付で生成されたログの数を表します。

Š˜–

· ユニキャスト クライアント情報のログを収集する

ƒƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒƒƒ•‚ƒƒ‚‹˜‚‚‚‚

1. Windows Media の ISAPI (Internet Server Application Program
ming Interface) 拡張 (Nsiislog.dll) を含んでいるディレクト
リが Web ディレクトリとして共有されていることを確認します。
ネットワーク上のクライアントは、このファイルにアクセスでき
る必要があります。

2. Windows Media アドミニストレータのメニュー フレームで、[マ
ルチキャスト ステーション] をクリックします。

[サーバーの設定 - マルチキャスト ステーション] ページが表示
されます。

3. [ステーション] でログ ファイルを作成するステーションをクリ
ックします。次に [ステーション] をクリックし、[プロパティ] 
をクリックします。

[サーバーの設定 - ステーションの編集] ページが表示されます。

4. [サーバーの設定 - ステーションの編集] ページで、[ログ収集 U
RL] に Nsiislog.dll への URL を入力し、［OK］ をクリックし
ます。

たとえば、「http://server_name/scripts/Nsiislog.dll」と入力
します。ここで、server_name は、Microsoft® Internet Inform
ation Server (IIS) コンピュータ名です。Nsiislog.dll が Wind
ows Media サーバーと同じコンピュータ上にある必要はありませ
んが、Web でアクセスできるディレクトリにインストールされて
いる必要があります。

5. 確認を求めるメッセージが表示されたら、.nsc ファイルに変更を
保存します。
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ƒƒ

この手順は、IIS がすでにインストールされているコンピュータに、W
indows Media サーバー コンポーネントがインストールされていること
を前提としています。詳細については、「マルチキャスト クライアン
ト情報のログを収集する」を参照してください。

マルチキャスト クライアント情報のログ ファイル名は、NetShow.yymm
ddiii.log の形式で付けられます。yy は年を表し、mm は月を表し、d
d は日付を表します。iii は 000 で始まる増加する数で、この数値は
現在の日付で生成されたログの数を表します。

Š˜–

· マルチキャスト クライアント情報のログを収集する

ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒƒƒ•‚ƒƒ‚Ž‚‚

Windows Media アドミニストレータでは、ユニキャスト公開ポイント
に接続するクライアントにより生成される、利用状況に関する情報を
ログに収集できます。ユニキャスト クライアント情報ログ ファイル
は、スペースで区切られたフィールドを含むテキスト ファイルです。
ログ ファイルを読むためのアプリケーションがない場合は、Microso
ft メモ帳でログ ファイルを開くことができます。情報を表形式に配
列する場合は、Excel でファイルを開くこともできます。ログ ファ
イルの内容の説明については、「Windows Media ログ ファイル リフ
ァレンス」を参照してください。

ユニキャスト クライアント情報ログ ファイルには、選択した期間、
または指定したサイズに到達するまで各エントリが保存されます。ロ
グ ファイルは、管理している Windows Media サーバー上の選択され
た場所に格納されます。オプション設定の詳細については、「ユニキ
ャスト クライアント情報のログを記録するには」を参照してくださ
い。

オプション 説明

ログを収集 ログの収集を開始または停止します。既定では、[ログを収集]

は無効です。

間隔 指定された頻度で新しいログを生成します。指定された期間を

経過するか、指定したファイル サイズに到達すると、サービ

スによってログ ファイルが閉じられ、同じフォルダに別の名

前の新しいログ ファイルが作成されます。[毎日]、[毎週]、

または [毎月] の各オプションの場合は、現在のログ ファイ

ルの最終日翌日の午前 0 時を過ぎて最初にログレコードが生



成されたときに、現在のログ ファイルは閉じられ、新しいロ

グ ファイルが同じフォルダに作成されます。ログ ファイル

は、NetShow.yymmddiii.log の形式で作成されます。この形

式で、yymmdd はログ ファイルが作成された年月日を表しま

す。iii は 000 で始まる増加する数で、この数値は現在の日

付で生成されたログの数を表します。

ファイル サイズに応じたログ ファイルの生成を選択する場

合、[ファイルが次のサイズに達したときにログ収集を実行す

る] をクリックし、8 KB から 1,000,000 KB の値を入力しま

す。

この設定に関係なく、サービスを開始するたびに新しいログ 

ファイルが生成されます。

ログ ファイル 

ディレクトリ

ログ ファイルを格納するディレクトリを指定します。既定で

使用されるディレクトリは、SystemRoot\system32\LogFiles 

です。

ƒƒ

リモート コンピュータからアドミニストレータを使用している場合、
[ログ ファイル ディレクトリ] ボックスで参照されるパスは、サーバ
ー コンピュータ上のパスであり、アドミニストレータ コンピュータ
のパスではありません。

クライアントが MSBD プロトコルを使用してユニキャスト公開ポイン
トに接続している場合は、クライアント情報がログ ファイルに記録さ
れません。

Š˜–

· ユニキャスト クライアント情報のログを記録するには

· Windows Media ログ ファイル リファレンス

ƒƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒƒƒ•‚ƒƒ‚Ž‚‚

マルチキャスト クライアント情報のログを記録すると、ASF ストリ
ームを受信するクライアントやクライアント接続に関する情報を参照
できます。マルチキャスト クライアント情報のログ記録には、Windo
ws Media の ISAPI (Internet Server Application Programming Int
erface) 拡張 (Nsiislog.dll) を使います。Internet Information S
erver (IIS) が既にインストールされているコンピュータに Windows
Media サーバー コンポーネントをインストールすると、Nsiislog.dl
l は SystemDrive:\Program Files\Windows Media Components\Serve
r ディレクトリと SystemDrive:\Inetpub\scripts ディレクトリの両
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方にインストールされます。IIS がサーバー コンピュータにインス
トールされていない場合、Nsiislog.dll は SystemDrive:\Program F
iles\Windows Media Components\Server ディレクトリにのみインス
トールされます。ステーションにログを追加する方法については、
「マルチキャスト クライアント情報のログを記録するには」を参照
してください。

CGI (Common Gateway Interface) スクリプトを作成してログを生成
することもできます。

ステーションでのログ収集が有効になっている場合、ログ ファイル
は SystemRoot\system32\LogFiles に保存されます。ログ ファイル
は、NetShow.yymmddiii.log の形式で作成されます。この形式で、yy
mmdd はログ ファイルが作成された年月日を表します。iii は 000 
で始まる増加する数で、この数値は現在の日付で生成されたログの数
を表します。

このログ ファイルはスペースで区切られたフィールドを含むテキス
ト ファイルです。ログ ファイルを読むためのアプリケーションがな
い場合は、Microsoft メモ帳でログ ファイルを開くことができます。
情報を表形式に配列する場合は、Excel でファイルを開くこともでき
ます。ログ ファイルの内容の説明については、「Windows Media ロ
グ ファイル リファレンス」を参照してください。

ƒƒ

クライアントが MSBD プロトコルを使用してマルチキャスト ステーシ
ョンに接続している場合は、クライアント情報はログ ファイルに記録
されません。

Š˜–

· マルチキャスト クライアント情報のログを記録するには

· Windows Media ログ ファイル リファレンス

Windows Media ƒƒ ƒƒƒƒ‚•‚‚

ユーザーが 1 つのストリームを表示している間にユーザーがクライ
アントで実行するすべての操作を、"ユーザー経験" (user 
experience) と呼びます。クライアントがオンデマンドのユニキャ
スト公開ポイントに接続している場合、1 つのユーザー経験によって、
ユニキャスト クライアント情報ログ ファイルに複数のエントリが記
録されることがあります。たとえば、あるユーザーが .asf ファイル
を 1 分間再生し、それを巻き戻して 10 秒間再生し、それを早送り
して、ファイルの残りを再生するとします。それらの操作 (再生、巻



き戻し、再生、早送り、再生、および停止) により、ユニキャスト 
クライアント情報ログ ファイルには 5 つのエントリが生成されます。
複数のクライアントが Windows Media サーバーに接続し、クライア
ントの活動状況のログが収集されている場合、あるユーザー経験のエ
ントリが混在してログに表示されることはありません。

クライアントがブロードキャストのユニキャスト公開ポイントまたは
マルチキャスト ステーションに接続している場合、ユーザーはライ
ブ ストリームの早送り、巻き戻し、一時停止を行うことができず、
停止のみを行うことができるので、ユニキャスト クライアント情報
ログ ファイルまたはマルチキャスト クライアント情報ログ ファイ
ルに記録されるユーザー経験には、1 つのエントリだけが含まれます。
ログ ファイルのエントリは、ライブ コンテンツのストリームを受信
しているクライアントをユーザーが停止するときに生成されます。

クライアントは、物理的に Windows Media サーバーに接続してマル
チキャスト ストリームを受信するわけではありません。このため、
マルチキャスト クライアント情報ログのエントリの、クライアント/
サーバー接続に関する情報が保存されるフィールドは空白になります。
詳細については、「ケース 3 : マルチキャストでのユーザー経験」
を参照してください。

ƒƒ

ログ ファイルは、スペースで区切られたフィールドを含むテキスト 
ファイルで、Excel のワークシートにインポートできます。Excel ワー
クシートのログ ファイルのエントリを、フィールドの種類で並べ替え
ることができます。詳細については、「Windows Media ログ ファイル
でユーザー経験を検索する」を参照してください。

ログ分析ツールなど、追加の Windows Media Technologies ソフトウェ
アをサードパーティから入手できます。詳細については、マイクロソ
フト社の Web サイトの「Windows Media Technologies」ページを参照
してください。

Š˜–

· Windows Media ログ ファイルでユーザー経験を検索する

· Windows Media ログ ファイルのユーザー経験について理解する

· Windows Media ログ ファイル リファレンス

Windows Media ƒƒ ƒƒƒƒ‚ƒƒŒŒ‚Œ‚‚

Windows Media ログ ファイルでユーザー経験を表示するために、Exc
el で c-dns や c-playerid (ユーザー) および cs-uri-stem (スト
リーム) の各フィールドに基づいて行を並べ替えることができます。
c-dns フィールドは、DNS (ドメイン ネーム システム) に従ってク
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ライアント コンピュータを表します。これを使って、ユーザーを特
定できます。ただし、ユーザーは、クライアント コンピュータでコ
ンテンツをストリーム受信するのに、複数のクライアントを使うこと
ができます。c-playerid フィールドは一意です。このため、同じク
ライアントでは同じ c-playerid を持つエントリが生成されます。cs
-uri-stem フィールドには、ストリーム受信したコンテンツに関する
情報、つまり、オンデマンドのユニキャストでは .asf ファイル、ブ
ロードキャストのユニキャストではユニキャスト URL、マルチキャス
トでは .asx ファイルの情報が含まれます。このように並べ替えたロ
グ ファイルには、ユーザーまたはクライアントの一覧、ストリーム
受信したコンテンツ、およびコンテンツのストリームを受信するため
に各クライアントで実行された一連のイベントを示すユーザー経験が
表示されます。詳細については、「Windows Media ログ ファイルの
ユーザー経験について理解する」を参照してください。

ƒƒ

ログ ファイルを並べ替える前に、Excel ワークシートの #Fields: 見
出しを削除してください。そのためには、該当するセルを選択し、[編
集] メニューの [削除] をクリックして、[左方向にシフト] をクリッ
クします。これにより、フィールドの見出しと値が一致します。

Windows Media ƒƒ ƒƒƒƒ‚ƒƒŒŒ‚‚‚‚—‰‚‚

Windows Media クライアント情報ログ ファイルの 3 つのフィールド
(c-starttime、x-duration、および c-rate) には、ストリームを表
示するために各クライアントで実行された一連のイベントが表示され
ます。 

オンデマンドの .asf ファイルの場合、c-starttime の値は、クライ
アントで操作 (停止、一時停止、早送り、または巻き戻し) が行われ
たときの、オンデマンドの .asf ファイルのタイムスタンプ (秒単
位) になります。ブロードキャストのユニキャストやマルチキャスト
ストリームでは、c-starttime は常に 0 になります。

x-duration の値は、クライアントがストリームを表示した時間 (秒
数) です。ストリームの早送りや巻き戻しを行っている間も、クライ
アントはストリームを表示しているとみなされます。このため、クラ
イアントがインデックス付き .asf ファイルの早送りまたは巻き戻し
を行って飛ばした時間 (秒数) も x-duration に記録されます。

c-rate の値は、ログ ファイルのエントリを生成するクライアント 
イベントのコードです。ユーザーがブロードキャストのユニキャスト
またはマルチキャスト ストリームを表示する場合、クライアントは
ライブ形式のストリームを停止できるだけで、一時停止、巻き戻し、
早送りは実行できないので、c-rate は常に 1 になります。ユーザー



がオンデマンドのユニキャストのストリームを表示する場合は、c-ra
te が次のような値をとります。

c-rate ’‹

1 ユーザーは x-duration の間ストリームを表示しました。

-5 ユーザーは巻き戻し中に x-duration の間ストリームを表示しまし

た。

5 ユーザーは早送り中に x-duration の間ストリームを表示しました。

ユニキャスト クライアント情報ログの連続する 2 つのエントリで c
-rate が 1 になっている場合、ユーザーは最初のエントリの x-dura
tion の値に相当する時間コンテンツを表示した後、クライアントを
停止または一時停止したことになります。どちらの操作を実行したか
は、2 番目のエントリから判断できます。

· 2 番目のエントリの c-starttime が 0 であれば、ユーザーはク
ライアントを停止したことになります。

· 2 番目のエントリの c-starttime が最初のエントリの c-startti
me と x-duration の合計であれば、ユーザーはクライアントを一
時停止したことになります。

ユニキャスト クライアント情報ログの最後のエントリで c-rate が 
1 になっている場合、ユーザーはそのエントリの x-duration の値に
相当する時間コンテンツを表示した後、クライアントを停止または終
了したことになります。

ƒƒ

ユニキャスト クライアント情報ログの連続する 2 つのエントリで c-
rate が 1 になっていても、2 番目のエントリの c-starttime が最初
のエントリの c-starttime と x-duration の合計より大きいか小さい
場合は、ユーザーがクライアント上のシーク バーを使ってオンデマン
ドのユニキャスト ストリームの早送りまたは巻き戻しを実行したこと
を意味します。シーク バーを使ってオンデマンドのユニキャスト ス
トリームの早送りや巻き戻しを行うと、ユニキャスト クライアント情
報ログには早送りや巻き戻しの情報が生成されません。

Š˜–

· ケース 1 : オンデマンドのユニキャストでのユーザー経験

· ケース 2 : ブロードキャストのユニキャストでのユーザー経験

· ケース 3 : マルチキャストでのユーザー経験
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ƒƒ 1 : ƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒŒŒ

ジムが Windows Media サーバーに接続して 60 秒間の .asf ファイ
ル (filelength の値が 60 の .asf ファイル) のストリーミングを
開始し、クライアントで次の操作を行ったとします。

· ストリームが 10 秒経過したら、.asf ファイルを一時停止します。

· [再生] をクリックします。

· .asf ファイルを 40 秒まで再生したら、[巻き戻し] をクリック
して、20 秒まで巻き戻します。

· .asf ファイルを 30 秒まで再生したら、[早送り] をクリックし
て、40 秒まで早送りします。

· 1 分間 (60 秒) で停止するまでストリームを再生します。

この場合のユニキャスト クライアント ログ ファイルのエントリを
次の表に示します。

c-starttime x-duration c-rate –

0 10 1 .asf ファイルを 10 秒間再生し、スト

リームを一時停止しました。

10 30 1 .asf ファイルを 30 秒間再生しまし

た。

40 20 -5 クライアントの [巻き戻し] をクリック

して、.asf ファイルを 40 秒から 20 

秒まで巻き戻しました。

20 10 1 .asf ファイルを 10 秒間再生しまし

た。

30 10 5 クライアントの [早送り] をクリックし

て、.asf ファイルを 30 秒から 40 秒

まで早送りしました。

40 20 1 残りの .asf ファイルを再生します。.a

sf ファイルの最後でストリームが終了

しました。

ジムはファイル全体 (60 秒間) をストリーム再生し、20 秒から 30 
秒までのタイムスタンプの間のファイル (10 秒間) を見直しました。
つまり、ジムが通常の再生モードで .asf ファイルを表示した時間は
70 秒間になります。巻き戻しや早送りを行った時間を表示時間の一
部と考えると、ファイルを巻き戻した x-duration の値 (20 秒間) 
およびファイルを早送りした x-duration の値 (10 秒間) も追加で
きます。これにより、このユーザー経験の合計表示時間 (x-duration
のすべての値の合計) は 100 秒間になります。巻き戻しや早送りを
行った時間を表示時間に含めない場合は、c-rate の値が -5 (巻き戻
し) または 5 (早送り) になっているすべてのログ エントリを無視
できます。



ƒƒ 2 : ƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒŒŒ

マリアは Windows Media サーバーに接続し、ユニキャスト (ブロー
ドキャストのユニキャスト) を通して、ライブ形式のマルチキャスト
ストリームへのリンクを開き、Windows Media Player で 5 分間スト
リームを再生するとします。この場合のユニキャスト クライアント 
ログ ファイルのエントリを次の表に示します。

time c-starttime x-duration c-rate –

18:10:57 0 300 1 ユニキャスト (ブロード

キャストのユニキャスト)

を通じてライブ形式のマ

ルチキャスト ストリーム

に接続し、5 分間再生し

てから、クライアントで 

[停止] をクリックしまし

た。

ユニキャスト クライアント情報ログ ファイルのエントリは、マリア
がクライアントで [停止] をクリックするか、クライアントを終了す
るときに表示されます。マリアがブロードキャストのユニキャストに
接続した実際の時間は、ユニキャスト クライアント情報ログ ファイ
ルの time の値から x-duration の値を引くとわかります。

マリアは Windows Media サーバーのブロードキャストのユニキャス
ト公開ポイントに接続し、ライブ形式のマルチキャストをストリーム
受信しました。このため、クライアント/サーバー接続の情報を保管
するユニキャスト クライアント情報ログのフィールドにエントリが
記録されています。詳細については、「ケース 3 : マルチキャスト
でのユーザー経験」を参照してください。

ƒƒ 3 : ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒŒŒ

田中さんは Windows Media サーバーに接続し、マルチキャスト スト
リームへのリンクを開き、Windows Media Player で 3 分間ストリー
ムを受信するとします。この場合のマルチキャスト クライアント ロ
グ ファイルのエントリを次の表に示します。

time c-starttime x-duration c-rate 説明

21:10:00 0 180 1 午後 9:07 (グリニッジ標

準時) にライブ形式のマ

ルチキャスト ストリーム

に接続し、3 分間再生し

てから、クライアントで 

[停止] をクリックしまし

た。
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マルチキャスト クライアント情報ログ ファイルのエントリは、田中
さんがクライアントで [停止] をクリックするか、クライアントを終
了するときに表示されます。田中さんがマルチキャストに接続した実
際の時間は、マルチキャスト クライアント情報ログ ファイルの tim
e の値から x-duration の値を引くとわかります。

クライアントは物理的に Windows Media サーバーに接続してマルチ
キャスト ストリームを受信するわけではありません。このため、マ
ルチキャスト クライアント情報ログのエントリは、次のフィールド
が空白です。これらのフィールドには、クライアント/サーバー接続
に関する情報が保存されます。

· s-cpu-util

· s-dns

· s-ip

· s-pkts-sent

· s-totalclients

· sc-bytes

詳細については、「Windows Media ログ ファイル リファレンス」を
参照してください。

Š˜–

· Windows Media ログ ファイル リファレンス

‘Žƒƒƒƒ‚‚‚‚—‰‚‚

ネットワークの混雑やルーターの問題などのために、サーバーからク
ライアントへのストリーム配信で、パケットが損失する可能性があり
ます。また、再生時間にパケットの到着が間に合わない場合、クライ
アントではそのパケットが損失したとみなされることもあります。次
の図は、Windows Media サーバーから送信されるパケットがどのよう
にしてクライアントに到着するかを示しています。図に示されている
Windows Media クライアント情報ログ ファイルの各フィールドの説
明は図の後に示します。



クライアントで再生されていない
パケット

(c-pkts-lost-client)

s-pkts-sent

最初の送信で正しく受信されたパケット
(c-pkts-received)

c-pkts-recovered-resent

c-pkts-recovered-
ECC

クライアント

c-pkts-
lost-net

最初の
送信で
失われた
パケット

Windows Media クライアント情報ログ ファイルを使って、パケット
が損失したかどうか、どこでパケットが損失したか、およびパケット
が復元されたかどうかを判定できます。ログ ファイルの次のフィー
ルドには、パケットの損失数、パケットの損失箇所、および損失パケ
ットの復元の成否が示されます。

s-pkts-sent Windows Media サーバーによって接続先のクライアントに送信

されたパケットです。マルチメディア クライアント情報ログ フ

ァイルの場合、マルチキャスト ストリームを表示するためにク

ライアントはサーバーに接続しないので、このフィールドに値は

含まれません。

c-pkts-

received

最初の試みでクライアントに正しく受信されたパケット (s-pkt

s-sent) です。最初の試みで正しく受信されなかったパケット

は、UDP 経由で再送信された場合に、復元されていることがあ

ります。MMS プロトコルを使ってコンテンツのストリームを受

信する場合に、UDP の再送信を利用できます。UDP 経由の再送

信で復元されないパケットはネットワークで損失したものとみな

されますが、.asf ファイルまたはマルチキャスト ストリーム

でエラー訂正がオンになっている場合は、復元されていることが

あります。
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c-pkts-

recovered-

resent

最初の試みでクライアントに正しく受信されなかったが、クライ

アントが Windows Media サーバーに UDP 経由の再送信を求め

たために復元されたパケット (s-pkts-sent) です。

c-pkts-lost-

net

UDP 再送信によって復元されたパケットです。これらのパケッ

トはネットワークで損失したものとみなされます。これらのパケ

ットは、.asf ファイルまたはマルチキャスト ストリームでエ

ラー訂正がオンになっている場合は、復元されていることがあり

ます。

c-pkts-

recovered-

ECC

ネットワークで損失したパケット (c-pkts-lost-net) のうち、

エラー訂正が使用されたためにクライアント層で修復および復元

された損失パケットです。エラー訂正は、マルチキャスト スト

リームのパケットを復元する唯一の方法です。

c-pkts-lost-

client

サーバーからクライアントへの転送中に、クライアント層のエラ

ー訂正やネットワーク層の UDP 再送信によって復元されなかっ

たパケットです。これらの損失パケットは、Windows Media サ

ーバーにより送信されますが、クライアントで再生されることは

ありません。

c-pkts-lost-

cont-net

ネットワークで連続して損失したパケットの最大数です。値が大

きい場合、ネットワークの状態が悪く、クライアントでパケット

が受信されなかった期間が長いことがわかります。

エラー訂正または UDP 再送信のどちらの復元方法も成功しない場合、
表示状態を向上できる、つまり損失パケットを復元できる可能性はあ
りません。

Š˜–

· Windows Media ログ ファイル リファレンス

Windows Media ƒƒ ƒƒƒƒ ƒƒƒƒƒƒ

ユニキャストやマルチキャストのログ収集を有効にした場合に作成さ
れるログ ファイルには、スペースで区切られたフィールドが含まれ
ています。次の表に、ログ ファイルに記録される各エントリのフィ
ールド、説明、サンプル値の一覧を示します。

フィールド 説明 例

audiocodec ストリームで使われたオーディオ C

ODEC。

Voxware_MetaSound

avgbandwidth クライアントがサーバーに接続した

平均の帯域幅 (ビット/秒単位)。

24300

c-buffercount ストリームの再生中にクライアント 4



フィールド 説明 例

がバッファ処理を行った回数。

c-bytes クライアントがサーバーから受信し

たバイト数。ユニキャストの場合、

c-byte と sc-byte は同じである

必要があります。等しくない場合、

パケットの損失が発生しました。詳

細については、「損失パケットにつ

いて理解する」を参照してくださ

い。

28583

c-cpu クライアント コンピュータの CPU 

の種類。

Pentium

c-dns クライアント コンピュータの DNS 

名。

tokyo2.dns.company.com

c-hostexe ホスト アプリケーション。たとえ

ば、ブラウザ内の Web ページ (Iex

plore.exe)、Microsoft® Visual 
Basic® アプレット (Vb.exe)、ま

たは単体の Windows Media Player

(Mplayer2.exe) などです。

iexplore.exe

c-hostexever ホスト アプリケーションのバージ

ョン番号。

4.70.1215

c-ip クライアント コンピュータの IP 

アドレス。正常に接続していないク

ライアントは、クライアントの IP 

アドレスではなく、クライアントの

プロキシ サーバーの IP アドレス

を提供します。

157.56.219.146

c-os クライアント コンピュータのオペ

レーティング システム。

Windows_NT

c-osversion クライアント コンピュータのオペ

レーティング システムのバージョ

ン番号。

4.0.0.1381

c-pkts-lost-cl

ient

サーバーからクライアントへの転送

中に損失し、クライアント層のエラ

ー訂正やネットワーク層の UDP 再

送信によって復元されなかったパケ

ット数。

5

c-pkts-lost-co

nt-net

ネットワーク層でサーバーからクラ

イアントへの転送中に連続的に失わ

れたパケットの最大数。

2

c-pkts-lost-ne ネットワーク層で失われたパケット 2
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フィールド 説明 例

t 数。ネットワーク層で失われたパケ

ットは、クライアントが転送エラー

訂正を使って再作成した場合に復元

できます。c-pkts-lost-net と c-

pkts-lost-client の差が c-pkts-

recovered-ECC です。

c-pkts-receive

d

最初の試みでクライアントに正しく

受信された、サーバーからのパケッ

ト数 (s-pkts-sent)。

50

c-pkts-

recovered-ECC

クライアント層で修復または回復さ

れたパケット数。クライアント層で

修復または復元されたバケットは、

c-pkts-lost-net と c-pkts-lost-

client の差に等しくなります。

3

c-pkts-

recovered-

resent

UDP 経由で再送信されたために回復

されたパケット数。

5

c-playerid プレーヤーのグローバル一意識別子

(GUID)。

{c579d042-cecc-11d1-

bb31-00a0c9603954}

c-playerlangua

ge

クライアントの言語の国別コード。 en-US

c-playerversio

n

プレーヤーのバージョン番号。 6.2.5.415

c-quality クライアントで受信されたパケット

の割合。ストリームの品質を示しま

す。

cPacketsRendered が、エラー訂正

および UDP 再送信によって復元さ

れたパケット (c-pkts-received +

c-pkts-recovered-ECC + c-pkts-r

ecovered-resent) を含めた、クラ

イアントで受信されたパケットの全

部である場合は、c-quality は、次

のように計算することができます。

[cPacketsRendered/

(cPacketsRendered + c-pkts-lost
-

client)] * 100

96

c-rate 最後のコマンド イベントが送信さ

れたときの、Windows Media Playe

r のモード。

1



フィールド 説明 例

1 は、再生、早送り、巻き戻し、ま

たはマーカーによるジャンプ操作中

に、一時停止または停止されたこと

を表します。

-5 は、再生、停止、または一時停

止操作から巻き戻されたことを表し

ます。

5 は、再生、停止、または一時停止

操作から早送りされたことを表しま

す。

c-resendreqs 新規パケットを受信するための、ク

ライアントの要求数。このフィール

ドに値が含まれるのは、クライアン

トが UDP 再送信を使う場合のみで

す。

5

c-starttime エントリがログ ファイルに生成さ

れたときのストリームのタイムスタ

ンプ (秒単位)。

0

c-status クライアントの状態を示すコード。

Request for Comments (RFC) 2068

および 2326 で定義されている HTT

P/1.1 および RTSP の各クライアン

ト ステータス コードに割り当てら

れます。

Windows Media サービスには、480

(サーバーのクライアント数の制限

を超える同時クライアント接続) お

よび 483 (サーバーのビット レー

トの制限を超えるストリーム) の 2

つの拡張可能なクライアント ステ

ータス コードがあります。

200

c-totalbuffert

ime

クライアントがストリームのバッフ

ァ処理に要した時間 (秒単位)。ク

ライアントで、ログ エントリが生

成される前に 2 回以上ストリーム

をバッファに保存すると、c-totalb

uffertime は、クライアントがその

ストリームのバッファ処理にかかっ

た時間の合計になります。

6

channelURL .nsc ファイルの URL。ユニキャス

ト クライアント情報ログ ファイル

の場合は、このフィールドに "-" 

http://tampico/

channel.nsc
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フィールド 説明 例

が記録されます。

cs(Referer) Windows Media Player が埋め込ま

れている Web ページの URL (埋め

込まれている場合)。

http://www.

company.com

cs-uri-stem 再生中のファイル名。ユニキャスト

の場合は .asf ファイル、マルチキ

ャストの場合は .asx ファイル。

mms://zanzibar/

sample.asf

cs(User-Agent) Windows Media Player がブラウザ

に埋め込まれている場合、使用され

るブラウザの種類。

Mozilla/4.0_(compati

ble;_MSIE_4.01;_Wind

ows_98)

date エントリがログ ファイルに生成さ

れたときの日付 (グリニッジ標準

時)。

1999-04-19

filelength ファイルの長さ (秒単位)。ライブ

形式のストリームの場合、この値は

0 です。

60

filesize ファイルのサイズ (バイト単位)。

ライブ形式のストリームの場合、こ

の値は 0 です。

86000

protocol ストリームにアクセスするための 

プロトコル。mms、http、asfm (マ

ルチキャスト プロトコル) などが

あります。

mms

s-cpu-util サーバーのプロセッサでの平均負荷

(0% から 100%)。複数のプロセッサ

が存在する場合、この値はすべての

プロセッサの平均値です。

40

s-dns サーバーの DNS。 media.server.

company.com

s-ip サーバーの IP アドレス。 224.24.41.189
s-pkts-sent サーバーで送信したパケット数。 55
s-totalclients サーバーに接続したクライアント数

(ストリームを受信しないものも含

む)。

20

sc-bytes サーバーがクライアントに送信した

バイト数。

30000

time エントリがログ ファイルに生成さ

れたときの時刻 (グリニッジ標準

時)。

15:30:30

transport ストリームの配信に使われた転送プ UDP



フィールド 説明 例

ロトコル (UDP、TCP、または IP を

介した UDP マルチキャスト)。

videocodec ストリームのエンコードに使用した

ビデオ CODEC。

Microsoft_MPEG-4_Vid

eo_Codec_V2

x-duration クライアント イベント (早送り、

巻き戻し、一時停止、停止、または

マーカーへのジャンプ) までにクラ

イアントで再生されたコンテンツの

長さ。上のいずれかのクライアント

イベントが発生すると、ログ エン

トリが生成されます。
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ここでは、Microsoft® Windows® Media サービスの管理とセキュリ
ティの機能について説明します。

Ž‚•

ここでは、Windows Media サーバーの管理とセキュリティ保護のため
の主な手順を示します。これらの手順を使うと、作業を簡単に行えま
す。手順一覧の後に、Windows Media サービスの管理とセキュリティ
について詳しく説明した概要情報があります。Windows Media の管理
とセキュリティの詳細については、この概要情報を参照してください。

Windows Media ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒ‚Ž‚ƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒ‚•‚‚‚‚

1. [コントロール パネル] を開きます。

2. [コントロール パネル] の [サービス] アイコンをダブルクリッ
クします。 

3. [サービス] で、Windows Media サービスの名前 ([Windows Media
Monitor Service]、[Windows Media Program Service]、[Windows
Media Station Service]、または [Windows Media Unicast Servi
ce]) をクリックし、[スタートアップ] をクリックします。 

[サービス] ダイアログ ボックスの [ログオン] で、そのサービ
スのアカウントおよびパスワードを変更できます。サービスのア
カウントおよびパスワードの変更方法の詳細については、[ヘル
プ] をクリックしてください。[OK] をクリックします。

ƒƒ

この手順は、すべての Windows Media コンポーネント サービス (W
indows Media モニタ サービス、Windows Media プログラム サービス、
Windows Media ステーション サービス、および Windows Media ユニキ
ャスト サービス) で実行してください。実行しない場合、サーバーか
らのコンテンツが Windows Media Player に配信されないことがありま
す。

”ƒƒƒƒ‚“—‚‚‚‚

1. Windows Media アドミニストレータのメニュー フレームで、[サ
ーバー プロパティ] をクリックします。

[サーバーの設定 - サーバー プロパティ] ページが表示されます。
既定では、[全般] タブの内容が表示されます。

2. [公開ポイント セキュリティ] タブをクリックします。

3. [認証パッケージ] 一覧から認証パッケージを選択します。

Windows Media ‚Š—‚ƒƒƒƒƒƒ



4. [適用] をクリックします。

[VBScript: Windows Media アドミニストレータ] ダイアログ ボ
ックスが表示され、選択した認証パッケージを適用するかどうか
を確認するメッセージが表示されます。

5. [はい] をクリックします。

選択した認証パッケージの [状態] 欄に [保留] と表示されます。
変更後の設定を有効にするには、Windows Media ユニキャスト サ
ービスを再起動する必要があります。次の手順に進む前に、「Win
dows Media ユニキャスト サービスを再起動するには」の手順を
実行します。

6. [更新] をクリックします。

コンテンツ フレームが更新されます。選択した認証パッケージの
[状態] 欄に [アクティブ] と表示されます。

ƒƒ

認証パッケージが [アクティブ] の場合、[Access Control List (ACL)
による確認を行う] チェック ボックスをオンにすることによって、ア
クセス制御リスト (ACL) による確認機能を利用できるようになります。
詳細については、「ASF ストリームへのアクセスを制限する」を参照
してください。

Windows Media ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒ‚‹“‚‚‚‚

1. [コントロール パネル] を開き、[サービス] アイコンをダブルク
リックします。

2. [サービス] で、[Windows Media Unicast Service] を選択します。
[状態] 欄には [開始] と表示されています。 

3. [停止] をクリックしてサービスを停止します。サービスを停止す
るかどうかを確認する [サービス] ダイアログ ボックスが表示さ
れます。[はい] をクリックします。

サービスが停止中であることを示すメッセージが表示されます。

4. サービスが停止されたら、[サービス] ダイアログ ボックスで 
[開始] をクリックします。 

サービスが再起動します。

ƒƒƒƒƒƒ‚ŒŠƒƒƒƒ‚‚‚ .asf ƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒŒ‚’‚‚‚‚

1. 「認証パッケージを適用するには」の手順に従って、Windows Med
ia ユニキャスト サービスの認証パッケージをアクティブにしま
す。

2. [Access Control List (ACL) による確認を行う] チェック ボッ
クスをオンにします。
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3. そのサーバー コンピュータ上のアクセスを制限したい公開ポイン
ト ディレクトリまたは .asf ファイルを探します。そのディレク
トリまたはファイルをマウスの右ボタンでクリックし、[プロパテ
ィ] をクリックします。

[<ファイル名またはディレクトリ> のプロパティ] ダイアログ ボ
ックスが表示されます。

4. [<ファイル名またはディレクトリ> のプロパティ] ダイアログ ボ
ックスの [セキュリティ] タブをクリックし、次に、[アクセス
権] をクリックします。

選択したディレクトリまたはファイルのアクセス権を設定するダ
イアログ ボックスが表示されます。既定では、すべてのユーザー
が、公開ポイントのディレクトリまたは .asf ファイルに対する
フル アクセス権を持ちます。

5. 一覧から [Everyone] グループを選択し、[削除] をクリックしま
す。

6. アクセス権を設定するダイアログ ボックスの [追加] をクリック
し、Windows Media サービスを一覧に追加します。

· [ユーザーとグループの追加] ダイアログ ボックスの [ドメ
インまたはコンピュータ] ボックスで、目的のサーバー コン
ピュータを選択し、次に、[ユーザーの表示] をクリックしま
す。

· [名前] の一覧から Windows Media サービスのアカウントを
選択し、[追加] をクリックします。このアカウントを使って、
Windows Media ユニキャスト サービス、Windows Media ステ
ーション サービス、Windows Media モニタ サービス、およ
び Windows Media プログラム サービスが実行されます。こ
のアカウントは、公開ポイントのディレクトリまたはファイ
ルに対する読み取り権限を持ちます。Windows Media サー
ビスのインストール時に、Windows Media サービスのアカウ
ントとして NetShowServices が作成されます。インストール
後に Windows Media サービスのアカウントに別の名前を指定
した場合は、[名前] の一覧からそのアカウントを選択します。

7. アクセス権を設定するダイアログ ボックスの [追加] をクリック
し、一覧にユーザーまたはユーザー グループを追加します。

· [ユーザーとグループの追加] ダイアログ ボックスで、その
ディレクトリまたはファイルへのアクセスを許可するユーザ
ーまたはユーザー グループが属するドメインを選択し、次に、
[ユーザーの表示] をクリックします。

· [名前] の一覧から目的のユーザーまたはユーザー グループ
の名前を選択し、次に、[追加] をクリックします。既定では、



このユーザーまたはユーザー グループは、その公開ポイント
のディレクトリまたはファイルに対する読み取り権限を持ち
ます。

ƒƒ

NTFS ファイル システム パーティションに保存されたコンテンツに対
するアクセス権は、.asf ファイルまたはそのファイルが保存されてい
る物理ディレクトリに ACL を割り当てることにより設定されます。ま
た、FAT パーティションに保存されたオンデマンド コンテンツに対す
るアクセス権は、オンデマンドのユニキャスト公開ポイントに関連付
けられたレジストリ キーに対して ACL を割り当てることにより設定
することができます。未知のユーザーを承認することはできないので、
ACL を使う場合は必ず認証機能を有効にします。

ƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒŒŠƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒŒ‚’‚‚‚‚

1. [スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] 
をクリックします。「regedt32」と入力して、レジストリ エディ
タを起動します。

2. レジストリ エディタのツリー ビューで、次のパスを開きます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\nsunic
ast\Parameters\Virtual Roots

オンデマンドの公開ポイントをはじめ、すべての公開ポイントの
仮想ルートが表示されます。

3. 権限を設定する仮想ルートを選択します。

4. レジストリ エディタの [セキュリティ] メニューの [アクセス
権] をクリックします。

[レジストリ キーのアクセス権] ダイアログ ボックスが表示され
ます。

5. ブロードキャスト公開ポイントに対してアクセス権を作成します。

ƒƒ

個々のユーザー、グループ、またはドメインごとにアクセス権を設定
できます。アクセス権の設定の詳細については、[レジストリ キーの
アクセス権] ダイアログ ボックスの [ヘルプ] をクリックしてくださ
い。 

付与されているアクセス権によっては、ユーザーがレジストリ エディ
タでレジストリを変更できないことがあります。レジストリの編集を
誤ると、システムに重大な損害を与えることがあります。レジストリ
を変更する前に、コンピュータ上の重要なデータのバックアップをと
るようにしてください。
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IP ƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒ ƒƒƒ‚’‰‚‚‚‚

1. [スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] 
をクリックします。「regedit」と入力して、レジストリ エディ
タを起動します。 

2. レジストリ エディタのツリー ビューで、次のパスを開きます。 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\NetShow\AccessLists

3. アクセス リストの 1 つを操作するには、次のレジストリ キーの
うち、いずれかの該当するキーをクリックします。 

· AllowDistribution

· AllowUnicastClients 

· DisallowDistribution 

· DisallowUnicastClients 

4. [編集] メニューの [新規作成] をポイントし、[文字列] をクリ
ックします。

5. リストに追加する IP アドレスの値を [名前] 欄に入力して Ente
r キーを押します。

ƒƒ

アクセス リストに IP アドレスを追加したら、マスクを追加して IP 
アドレスの範囲を指定できます。

付与されているアクセス権によっては、ユーザーがレジストリ エディ
タでレジストリを変更できないことがあります。レジストリの編集を
誤ると、システムに重大な損害を与えることがあります。レジストリ
を変更する前に、コンピュータ上の重要なデータのバックアップをと
るようにしてください。

Š˜–

· アクセス リストで IP アドレスの範囲を指定するには

· アクセス リスト内の IP アドレスを編集するには

· アクセス リストから IP アドレスを削除するには

ƒƒƒƒ ƒƒƒ‚ IP ƒƒƒƒ‚”ˆ‚Ž’‚‚‚‚

1. [スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] 
をクリックします。「regedit」と入力して、レジストリ エディ
タを起動します。 

2. レジストリ エディタのツリー ビューで、次のパスを開きます。 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\NetShow\AccessLists



3. アクセス リストの 1 つを操作するには、次のレジストリ キーの
うち、いずれかの該当するキーをクリックします。 

· AllowDistribution

· AllowUnicastClients 

· DisallowDistribution 

· DisallowUnicastClients 

4. [名前] 欄で、該当する IP アドレスをクリックします。 

5. [編集] メニューの [変更] をクリックします。 

[文字列の編集] ダイアログ ボックスが表示されます。 

6. [値のデータ] ボックスに、マスクの値を入力します。

[データ] 欄にマスクの値が追加されます。

ƒƒ

IP アドレスと同様に、マスクは 32 ビットの値です。IP アドレスの
範囲の設定では、マスクの各ビットが IP アドレスのビットと比較さ
れます。マスク側のビットの値が 1 であれば、IP アドレス側の対応
するビットがリストに含まれます。マスク側の値が 0 であれば、すべ
ての値が許容されます。たとえば、リストの IP アドレスが 10 進法
で 134.123.123.20 であり、マスクが 255.255.255.0 である場合は、1
34.123.123.0 から 134.123.123.255 のすべての値がリストに含まれま
す。マスクが 255.255.255.128 である場合は、134.123.123.0 から 13
4.123.123.127 のすべての IP アドレスがリストに含まれます。無効な
マスクを指定すると、そのマスクは無視されます。

付与されているアクセス権によっては、ユーザーがレジストリ エディ
タでレジストリを変更できないことがあります。レジストリの編集を
誤ると、システムに重大な損害を与えることがあります。レジストリ
を変更する前に、コンピュータ上の重要なデータのバックアップをと
るようにしてください。

Š˜–

· IP アドレスをアクセス リストに追加するには

· アクセス リスト内の IP アドレスを編集するには

· アクセス リストから IP アドレスを削除するには

ƒƒƒƒ ƒƒƒ“‚ IP ƒƒƒƒ‚•‚‚‚‚

1. [スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] 
をクリックします。「regedit」と入力して、レジストリ エディ
タを起動します。 

2. レジストリ エディタのツリー ビューで、次のパスを開きます。 
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HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\NetShow\AccessLists

3. アクセス リストの 1 つを操作するには、次のレジストリ キーの
うち、いずれかの該当するキーをクリックします。 

· AllowDistribution

· AllowUnicastClients 

· DisallowDistribution 

· DisallowUnicastClients 

4. [名前] 欄で、該当する IP アドレスをクリックします。 

5. [編集] メニューの [名前の変更] をクリックします。

6. [名前] 欄の値を変更して Enter キーを押します。

ƒƒ

付与されているアクセス権によっては、ユーザーがレジストリ エディ
タでレジストリを変更できないことがあります。レジストリの編集を
誤ると、システムに重大な損害を与えることがあります。レジストリ
を変更する前に、コンピュータ上の重要なデータのバックアップをと
るようにしてください。

Š˜–

· IP アドレスをアクセス リストに追加するには

· アクセス リストで IP アドレスの範囲を指定するには

· アクセス リストから IP アドレスを削除するには

ƒƒƒƒ ƒƒƒ‚‚ IP ƒƒƒƒ‚‚‚‚‚

1. [スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] 
をクリックします。「regedit」と入力して、レジストリ エディ
タを起動します。 

2. レジストリ エディタのツリー ビューで、次のパスを開きます。 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\MICROSOFT\NetShow\AccessLists

3. アクセス リストの 1 つを操作するには、次のレジストリ キーの
うち、いずれかの該当するキーをクリックします。 

· AllowDistribution

· AllowUnicastClients 

· DisallowDistribution 

· DisallowUnicastClients 

4. [名前] 欄で、該当する IP アドレスをクリックします。 

5. [編集] メニューの [削除] をクリックします。 



6. [値の削除の確認] ダイアログ ボックスで、[はい] をクリックし
ます。

ƒƒ

付与されているアクセス権によっては、ユーザーがレジストリ エディ
タでレジストリを変更できないことがあります。レジストリの編集を
誤ると、システムに重大な損害を与えることがあります。レジストリ
を変更する前に、コンピュータ上の重要なデータのバックアップをと
るようにしてください。

Š˜–

· IP アドレスをアクセス リストに追加するには

· アクセス リストで IP アドレスの範囲を指定するには

· アクセス リスト内の IP アドレスを編集するには

ƒƒƒƒƒƒ ƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒ (HTTP Š–”‚ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒ ƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ‚”ƒƒƒƒ‚Ž‚) ‚•‚‚‚‚
1. [スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] 

をクリックします。「regedit」と入力して、レジストリ エディ
タを起動します。

2. レジストリ エディタのツリー ビューで、次のパスを開きます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\NetShow\Servers\Defau
lt\Authentication\HTTP Basic-Membership

3. 「VirtualServerInstance」という名前で文字列の値 (reg_sz)、
およびメンバシップ サーバーのインスタンス番号に対応する値の
データを追加します。

使用するメンバシップ サーバーのインスタンス番号を調べるには、
コマンド プロンプトで \Microsoft Site Server\bin\P&M ディレ
クトリに移動し、次のように入力します。

PMAdmin list instance

4. 使用するメンバシップ サーバーのインスタンスに対応する番号を、
作成した VirtualServerInstance 値の [データ] 欄に入力します。

ƒƒ

付与されているアクセス権によっては、ユーザーがレジストリ エディ
タでレジストリを変更できないことがあります。レジストリの編集を
誤ると、システムに重大な損害を与えることがあります。レジストリ
を変更する前に、コンピュータ上の重要なデータのバックアップをと
るようにしてください。
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Windows Media ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒ‚Š—‚‚

Windows Media サーバー コンポーネントは、Windows Media コンポ
ーネント サービス (Windows Media モニタ サービス、Windows Medi
a プログラム サービス、Windows Media ステーション サービス、お
よび Windows Media ユニキャスト サービス) と Windows Media ア
ドミニストレータで構成されます。

Windows Media コンポーネント サービスでは、Windows Media サー
バー コンポーネントのインストール時に作成された Windows NT サ
ーバーのユーザー アカウントを使って、Windows Media サーバーの
起動時にシステムにログオンします。インストール プロセスでは、
既定で NetShowServices というユーザー アカウントが作成されます。
このユーザー アカウントは、ローカルの NetShow Administrators 
グループと Administrators グループに追加され、Windows Media サ
ーバーでの管理権限が割り当てられます。

Windows Media コンポーネント サービスで使われるアカウントが Ad
ministrators アカウントと同じ権限を持っていなければ、Windows M
edia サーバー コンポーネントでファイルをストリーム配信すること
はできません。アカウントには、ストリーム配信する ASF コンテン
ツをこの場所から読むことができるように、少なくとも、公開ポイン
トのディレクトリ (同じコンピュータのディスク ドライブの場合を
除く)、ネットワーク共有、リモートの配置場所のいずれかに対する
読み取り権限を与える必要があります。

ƒƒ

既定の NetShowServices ユーザー アカウントが作成されるときに、こ
のアカウントとそれぞれの Windows Media コンポーネント サービスに、
ランダムに生成されたパスワードが割り当てられます。このアカウン
トのパスワードを変更する場合は、同時に各コンポーネント サービス
のパスワードも変更する必要があります。どちらかのパスワードのみ
を変更すると、各サービスはログオンできず、機能しません。Windows 
Media コンポーネント サービスでドメイン アカウントを使う場合は、
Windows Media サーバー コンポーネントがインストールされているす
べてのコンピュータで、各コンポーネント サービスのパスワードを変
更する必要があります。詳細については、「Windows Media コンポーネ
ント サービスで使うアカウントまたはパスワードを変更するには」を
参照してください。

•ƒƒŠ‹‚ Windows Media ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒ‚Š—‚‚

複数のサーバーがある環境で、Windows Media サーバーコンポーネン
トをサーバーにインストールすると、各サーバーのローカル アカウ
ント データベースに NetShow Administrators グループが作成され、
そのサーバーに固有なアカウントが作成されます。Windows Media コ



ンポーネント サービスでは、このグループから割り当てられた権限
を使ってログオンします。

既定の NetShowServices アカウントを使い、パスワードを変更して
各サーバーの Windows Media コンポーネント サービスで同じパスワ
ードが使われるようにしている場合でも、コンポーネント サービス
のアカウントは、リモート サーバーの Administrators グループま
たは NetShow Administrators グループのメンバではないので、ロー
カルのコンポーネント サービスがリモート サーバーのコンポーネン
ト サービスにアクセスして対話することはできません。このため、
各サーバーの NetShow Administrators グループに追加されている W
indows Media コンポーネント サービスのドメイン アカウントを使
う必要があります。また、Windows Media コンポーネント サービス
で使われるローカル アカウントを、複数サーバー環境にある各サー
バーの NetShow Administrators グループや Administrators グルー
プに追加することもできます。

オンデマンドのユニキャスト コンテンツをリモート サーバーに保存
する場合は、ドメイン アカウントを使う必要があります。Windows M
edia ユニキャスト サービスは、少なくとも、公開ポイントの配置場
所として定義されたディレクトリに対する読み取り権限を必要としま
す。さらに、Windows Media コンポーネント サービスで使うドメイ
ン アカウントは、オンデマンドによるストリーム配信用のコンテン
ツが保存されているサーバーのローカル グループに所属しているか、
または共有レベルで割り当てられた権限を持っている必要があります。

Windows Media ƒƒ ƒƒƒƒƒƒ‚Š—‚‚

Windows Media アドミニストレータは、Windows Media サービスと共
にインストールされます。Windows Media アドミニストレータは、Wi
ndows 98 または Service Pack 4 (SP4) がインストールされた Micr
osoft® Windows NT® 4.0 で実行できます。Windows Media サーバー
コンポーネントがインストールされているコンピュータ上で管理者と
同等の権限を持つユーザーは、その Windows Media サーバーを管理
できます。

Windows Media ƒƒ ƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚Š—‚‚

Windows Media サーバー コンポーネントがインストールされている
コンピュータにログオンして、その Windows Media サーバー コンポ
ーネントを管理する場合は、そのコンピュータの NetShow Administr
ators グループに、ローカル コンピュータのアカウントを追加する
ことができます。このアカウントを使ってログオンすると、Windows 
Media アドミニストレータの実行や Windows Media サーバー コンポ
ーネントの構成を行うことができます。
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ローカル アカウントを使ってローカルにログオンすると、ネットワ
ーク リソースにはアクセスできず、そのローカル コンピュータが制
御する記憶デバイス上にあるディレクトリに公開ポイントを作成する
ことのみが可能です。NetShow Administrators グループには、ファ
イル システムに対する権限は一切与えられません。したがって、そ
のコンピュータのディスク ドライブにディレクトリを作成してファ
イルを保存する権限も持つ必要があります。

Windows Media ƒƒ ƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒŠ—‚‚

Windows Media サーバーがドメインのメンバである場合は、ドメイン
ユーザー アカウントを使って、ドメイン (完全な信頼関係にあるド
メイン) に所属するコンピュータにログオンして Windows Media コ
ンポーネント サービスを管理することができます。その場合、Windo
ws Media アドミニストレータは、リモートのコンピュータ上にイン
ストールされている必要があります。ログオンに使うドメイン ユー
ザー アカウントは、Windows Media サーバーのローカル グループに
所属し、Windows Media コンポーネント サービスに対する管理者権
限を持っている必要があります。Administrators グループおよび Ne
tShow Administrators グループには、Windows Media コンポーネン
ト サービスを管理するために必要なすべての権限が与えられます。W
indows Media コンポーネント サービスを管理できるドメイン ユー
ザー アカウントを作成するには、そのドメインに対する管理者権限
が必要です。

Windows Media コンポーネント サービスを管理するためのドメイン 
グループ アカウントを作成し、ローカルの NetShow Administrators
グループに、そのグループを追加できます。ローカルの NetShow Adm
inistrators グループに所属するドメイン グループのメンバである
アカウントを使ってドメインにログオンすると、ローカルおよびリモ
ートの両方で Windows Media の管理操作を実行できます。

ドメイン ユーザー アカウントやドメイン グループ アカウントを N
etShow Administrators グループのメンバにすると、そのユーザーは
Windows Media サーバーを完全に管理できるようになります。NetSho
w Administrators グループには、オンデマンドのユニキャスト スト
リームの公開ポイントの作成、認証パッケージの有効化または無効化、
ステーションの管理など、Windows Media サービスの作業に必要な権
限のみが与えられます。そのため、ドメイン ユーザーがそのコンピ
ュータの物理ディレクトリへの書き込み権限を持たない場合、ディレ
クトリを作成して公開ポイントとして定義することはできません。

Windows Media サーバーまたはリモート コンピュータが Windows ド
メインのメンバではない場合でも、その Windows Media サーバーを
リモートから管理できます。リモート コンピュータから Windows Me
dia コンポーネント サービスを管理するには、Windows Media サー
バーのアカウントと同じアカウント (パスワードを含む) を、リモー
ト コンピュータで作成する必要があります。また、Windows Media 



サーバーにもアクセスできる必要があります。たとえば、インターネ
ット経由でリモート管理を実行する場合は、両方のコンピュータがイ
ンターネットに接続されている必要があります。リモート コンピュ
ータに Windows Media サービスの管理コンポーネントをインストー
ルし、Windows Media サーバーの IP アドレスを入力して、Windows 
Media サーバー コンポーネントがインストールされているサーバー
に接続する必要があります。

Windows Media ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒ‚ DCOM ‚ƒƒƒŠ—‚‚

分散コンポーネント オブジェクト モデル (DCOM) は、Windows Medi
a コンポーネント サービスのリモート管理で使います。DCOM を使っ
てファイアウォールを通したリモート管理を行う場合は、DCOM パケ
ットがファイアウォールのポートを通過できるようにする必要があり
ます。DCOM で使用するポート番号のため、ファイアウォールを通し
たリモート管理はお勧めできません。 

Windows Media コンポーネント サービスのリモート管理を行うには、
ファイアウォール サーバーで、DCOM で使うポートを開く必要があり
ます。ファイアウォールを通したストリーム配信に問題がある場合は、
ファイアウォールの別のポートを開くことができます。ファイアウォ
ールのベンダに相談して、DCOM トラフィックで Windows Media サー
バー コンポーネントのリモート管理を行うためにファイアウォール
を調整する必要があるかどうかを決めてください。DCOM では、Windo
ws Media コンポーネント サービスと通信するために、1024 から 50
00 までの範囲のすべてのポート、および RPC エンド ポイント マッ
ピング用のポート 135 を開く必要があります。

DCOM による Windows Media コンポーネント サービスのリモート管
理を行う場合、ファイアウォールの外側のコンピュータは、実際の I
P アドレスを使ってファイアウォールの内側のコンピュータにアクセ
スできる必要があります。アドレス変換およびプロキシ機能は利用で
きません。

ASF ƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒ‚Œ‚‚

Windows Media サービスでは、ファイルをストリーム配信する前にそ
のユーザーの認証を行うことによって、保存形式のオンデマンド .as
f ファイルへのアクセスを制限できます。また、Windows Server の
アクセス制御リスト (ACL) による確認を使って、オンデマンドおよ
びブロードキャストのユニキャスト公開ポイントに保存された個別の
.asf ファイルにアクセス権を設定します。ブロードキャストのユニ
キャスト公開ポイントからのライブ形式のストリームへのアクセスは、
その公開ポイントに対応するレジストリ キーにアクセス権を設定す
ることで制限できます。Windows Media ステーションへのアクセスは、
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Web サーバーに保存された .nsc ファイルに ACL を割り当てること
で制限できます。

ASF ストリームに対するアクセスを制限する最も簡単な方法は、クラ
イアントとサーバーの Windows Media サーバーへの接続を遮断する
ことです。クライアントおよびサーバーの Windows Media サーバー
への接続は、接続を試みるクライアントまたはサーバーの IP アドレ
スを使って制御できます。

ƒƒƒƒƒƒŒŠƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒ‚’‚‚

Windows Media コンポーネント サービスでは、クライアントがスト
リームにアクセスする前にクライアントの認証を要求できます。Wind
ows Media コンポーネント サービスをインストールすると、既定で
は認証は無効になっています。ただし、オンデマンドのユニキャスト
ストリーム配信用に、Windows Media アドミニストレータと共にイン
ストールされる 3 つの認証パッケージのいずれかを有効にすること
ができます。

· [HTTP 基本認証 (Membership Service アカウント データベース
を使用)]

· [HTTP 基本認証 (Windows NT アカウント データベースを使用)]

· [Windows NT 基本認証 (Windows NT アカウント データベースを
使用)]

HTTP 基本認証は、符号化されたクリア テキスト (平文) のパスワー
ドおよびユーザー名を使って HTTP ユーザーを確認する標準的な方法
です。公開ポイントから ASF コンテンツを再生するには、クライア
ントはユーザー名とパスワードを指定する必要があります。HTTP 基
本認証は、インターネットでの利用に最も適しています。

Windows NT 基本認証では、暗号化されたチャレンジ/レスポンス方式
を使ってクライアント コンピュータにログオンするユーザーの認証
を行います。チャレンジ/レスポンス認証は、ユーザーのアカウント
情報を転送せずに実行されます。そのため、Windows Media サーバー
はユーザー名またはパスワードにアクセスすることはできません。チ
ャレンジ/レスポンスは確立されたユーザーのログオン情報を使いま
す。このため、クライアントとサーバーが同じドメインまたは信頼関
係にあるドメインに存在する必要があり、イントラネットでの利用に
より適しています。

同時に複数の種類の認証をクライアントに示すことはできないので、
クライアントの認証を行う前に、認証の種類を決める必要があります。

ユニキャスト公開ポイントをセキュリティで保護するために、任意の
認証パッケージに対してアクセス制御リスト (ACL) による確認を有
効にすることができます。未知のユーザーを承認することはできない
ので、ACL による確認を使う場合は必ず認証機能を有効にします。Wi



ndows Media サービスで使われるアカウントも、ACL に追加する必要
があります。ACL による確認の詳細については、「アクセス制御リス
ト (ACL) による確認を使う」を参照してください。

Š˜–

· 認証パッケージを適用するには

· オンデマンドの公開ポイントおよび .asf ファイルにアクセス権
を設定するには

HTTP Š–”‚ƒƒƒƒƒƒ ƒƒƒ ƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ‚‹‚Ž‚
[HTTP 基本認証 (Membership Service アカウント データベース
を使用)] の認証パッケージを有効にすると、クライアントのアカウン
ト情報を、Microsoft メンバシップ サービスのデータベースと照合
してクライアントの確認を行います。この認証パッケージを利用する
には、そのサーバーにメンバシップ サービスがインストールされ、
実行されている必要があります。この認証パッケージを利用する場合、
メンバシップ サービスで、Windows NT アカウント データベースを
使ってユーザー認証を行うように設定することはできません。

ƒƒ

[HTTP 基本認証 (Membership Service アカウント データベースを使
用)] を使って認証を行う場合、既定では、メンバシップ サーバーの 
2 番目の仮想サーバーのインスタンスが使われます。このため、2 番
目の仮想サーバーのインスタンスを作成するか、最初の仮想サーバー 
インスタンスを使うように、仮想サーバー インスタンスのレジストリ
キーを変更する必要があります。インターネット環境でメンバシップ 
データベースを使って認証を行う場合は、インターネット ユーザーは
そのコンピュータのドメイン アカウントを持たないので、ローカルの
Windows NT データベース以外のデータベースを使う必要があります。
詳細については、「メンバシップ サーバーのインスタンス (HTTP 基
本認証とメンバシップ サービス アカウント データベースの認証パッ
ケージで使う) を変更するには」を参照してください。

HTTP Š–”‚ Windows NT ƒƒƒƒƒ ƒƒƒƒ‚‹‚Ž‚

[HTTP 基本認証 (Windows NT アカウント データベースを使用)] 
の認証パッケージを有効にすると、Windows Media サーバーは、ロー
カル コンピュータのユーザー アカウント情報を調べます。別のドメ
インで確認させたい場合は、そのドメインを指定する必要があります。
たとえば、ユーザー名を「domain\username」のように入力します。
ここで、domain は確認するドメイン、username はそのドメイン内の
ユーザーの名前です。
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ƒƒƒƒŒƒƒƒ (ACL) ‚‚‚Š”‚Ž‚
アクセス制御リスト (ACL) による確認を使うと、個別の .asf ファ
イルおよびディレクトリのアクセス制限を設定できます。複数のファ
イルへのアクセスを一度に制限するには、それらのファイルが保存さ
れているディレクトリに ACL を割り当てます。NTFS パーティション
に保存されたコンテンツに ACL を設定するには、.asf ファイル、ま
たは .asf ファイルが保存されている物理ディレクトリに ACL を割
り当てます。また、FAT パーティションに保存されたオンデマンド 
コンテンツに ACL を設定するには、オンデマンドのユニキャスト公
開ポイントのレジストリ キーに ACL を割り当てます。未知のユーザ
ーを承認することはできないので、ACL の確認機能を使う場合は必ず
認証機能を有効にします。

ƒƒ

ブロードキャストのユニキャスト公開ポイントのソースがライブ形式
のストリームである場合、そのコンテンツは物理的な保存デバイスに
保存されることはありません。ファイルが保存されていなければ、そ
のストリームに ACL を割り当てることはできません。ブロードキャス
トのユニキャスト ストリームへのアクセスを制限する場合は、レジス
トリ エディタで、ブロードキャストのユニキャスト公開ポイントのレ
ジストリ キーにアクセス権を設定する必要があります。Web サーバー
に保存された .nsc ファイルに ACL を割り当てることによって、Windo
ws Media ステーションへのアクセスを制限することもできます。

Š˜–

· オンデマンドの公開ポイントおよび .asf ファイルにアクセス権
を設定するには

· ブロードキャストのユニキャスト公開ポイントのアクセス権を設
定するには

Windows Media ƒƒ‚‚‘‚ƒƒƒƒ ƒƒƒ‚Œ‚‚
クライアントおよびサーバーの Windows Media サーバー コンポーネ
ントへの接続は、接続を試みるクライアントまたはサーバーの IP ア
ドレスを使って制御できます。この方法を利用すると、マルチキャス
ト配布の実行時に、選択したサーバーのみにコンテンツ ストリーム
を配布できます。接続を制御するには、Windows Server のアクセス 
リストのレジストリ キーに接続を許可する IP アドレスの一覧を作
成します。



Windows Media サーバーへのアクセスを制御するアクセス リストの
レジストリ キーは、次のとおりです。既定では、すべての接続が認
められています。

レジストリ キー 説明

AllowDistribution このリストに含まれる IP アドレスを使うサーバー コ

ンピュータは、Windows Media サーバーおよび Windo

ws Media エンコーダへの接続を許可されます。このリ

ストの IP アドレスを使うクライアント コンピュータ

は、Windows Media エンコーダまたは Windows Media

サーバーに接続して配布ストリームを受信することを

許可されます。リストにアドレスが含まれていない場

合は、DisallowDistribution リストに含まれている

アドレスを除き、すべてのコンピュータが接続できま

す。

AllowUnicastClients このリストに含まれる IP アドレスを使うクライアン

ト コンピュータは、Windows Media サーバーに接続し

てユニキャストを受信することを許可されます。リス

トにアドレスが含まれていない場合は、DisallowUnica

stClients リストに含まれているアドレスを除き、す

べてのクライアントが接続できます。 

DisallowDistribution このリストに含まれる IP アドレスを使うサーバー コ

ンピュータは、Windows Media サーバーおよび Windo

ws Media エンコーダへの接続を許可されません。この

リストの IP アドレスを使うクライアント コンピュー

タは、Windows Media エンコーダまたは Windows Med

ia サーバーに接続して配布ストリームを受信すること

を許可されません。 

DisallowUnicast

Clients 

このリストに含まれる IP アドレスを使うクライアン

ト コンピュータは、Windows Media サーバーに接続し

てユニキャストを受信することを許可されません。同

一のアドレスが DisallowUnicastClients のリストと

AllowUnicastClients のリストの両方に含まれている

場合、接続は許可されません。 

Š˜–

· IP アドレスをアクセス リストに追加するには

· アクセス リストで IP アドレスの範囲を指定するには

· アクセス リスト内の IP アドレスを編集するには

· アクセス リストから IP アドレスを削除するには
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Windows Media ƒƒ ƒƒƒƒƒƒ”‚Š—

サーバーは、認証をサービスとして、またはプラグイン コンポーネ
ントを経由するように構成することができます。認証作業を専用のプ
ラグイン コンポーネントに委ねると、サービス プロバイダに、業務
の要請に合わせてさまざまな認証方式を実装できる柔軟性をもたらし
ます。プラグイン コンポーネントは、業務の方針の実行とイベント
通知に対する応答を受け持ちます。Windows Media サーバー コンポ
ーネントでは、同時にいくつでもプラグイン コンポーネントを実行
できます。各コンポーネントでは、通知と認証についての一意のイベ
ント セットを指定できます。

カスタム認証コンポーネントの詳細については、マイクロソフト社の
Web サイトの「Windows Media Technologies」ページにある『Window
s Media Technologies Software Development Kit (SDK)』を参照し
てください。

Windows Media ƒƒƒƒƒƒ‚”‚‚
Windows Media Player の認証を、グローバル一意識別子 (GUID) 番
号に基づいて行うことができます。この番号は、Windows Media Play
er がインストールされているコンピュータごとに一意の番号です。

クライアント認証の詳細については、マイクロソフト社の Web サイ
トの「Windows Media Technologies」ページにある『Windows Media 
Technologies Software Development Kit (SDK)』を参照してくださ
い。

”•‚”‚‚‚

Windows Media サーバーどうしが互いに安全に通信できるように、Wi
ndows Media アドミニストレータの [サーバー プロパティ] ダイア
ログ ボックスには、サーバー認証プロキシの設定を有効にできる 
[配布認証] タブがあります。このサーバーから別の Windows Media 
サーバーにユニキャスト ストリームを配布しようとする場合、およ
び接続がプロキシ サーバーによって検査される場合、プロキシの検
査に通るように次の情報を入力します。

· プロキシ :  この情報の確認に使われるべきサーバー。

· ユーザー ID :  データベースに格納される情報のアカウントまたは
名前。

· パスワード :  ユーザー ID を確認するために入力する必要がある
情報。



Š˜–

· Windows Media サーバーから ASF ストリームを配布する
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